
■人口 312,477人［12月末日現在（前年比−211）］ ■火災件数 ７件［12月分（前年比−６）］ ■交通事故件数 1,039件［12月分］

２月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市の広聴事業の一つ

である「市長と話そう」について
ご紹介します。
市政の課題を解決したり、まち

づくりを進めたりしていく上で、
その主人公である市民の皆さんの
声に広く耳を傾けることは、極め
て重要なことだと考えています。
そうした考え方に基づき、市で

は、市民の声を生かした市政運営
を行うため、市政アンケート、市

政ごいけんばん、市政への提案箱、
パブリックコメントなどを実施し
ています。また、「市長と話そう」
は、さまざまなテーマについて、
市民の皆さんの独創的なアイデア
を募ることを目的にしています。
今年度は「観光・シティプロモ

ーション」をテーマに実施し、５
人のアイデア豊富な皆さんの生の
声や考えをお聴きするとともに、
私の思いを知っていただく良い機
会となりました。
「四日市名産市場をつくって観
光客を呼び込むことで、交流人口
の増加につなげる」、「日永駅から西
日野駅まで手をつないでギネスに

チャレンジし、あすなろう鉄道を
応援する」、「西部丘陵地に温泉を
掘って、心と体の癒しを提供でき
る自然休養エリアをつくる」など、
斬新なご意見をいただきました。
こうした市民の皆さんの夢のあ

るアイデアを可能な限り実現でき
るよう検討し、「みんなが誇りを持
てるまち四日市」を目指して、魅
力あるまちづくりを進めてまいり
ます。

市民の声を市政に生かす

四日市市長
田中 俊行

バードサンクチュアリ

皆さんは、市内にある味の素（株）東海事業所の
敷地内に『バードサンクチュアリ』と呼ばれる区域
があるのをご存じですか。野鳥たちが安心して生息
できるように自然が保護されていて、市街では見か
けない珍しい野鳥たちを観察することもできます。

私は、３年越しの念願がかなって、先日初めて見
学させてもらいました。

コンビナート工場の敷地内に、そんな野鳥の楽園
があるのを意外に思われるかもしれませんが、こう
した取り組みも、産業と環境を両立させるまちづく
りを進めてきた本市の特色と言えるでしょう。社会

や地域への貢献を考
える企業が増えてき
たことは、大変うれ
しいことです。

じんけんフェスタ2015

社会を構成するすべての人の人権が尊重される社
会の実現に向けて、毎年恒例の「じんけんフェスタ」
が開催されました。

このイベントは、広く市民が人権について考える
機会となっていますが、よっかいち人権大学の修了
式や記念講演会、人権作文の朗読会や人権ポスター
優秀作品の展示も行っています。

現実は、さまざまな差別事象が依然として発生し、
人権に関する課題は、決して解決されたとは言えな
い状況にあります。

今回は、こうした現状を踏まえて、俳優の紺野美
沙子さんに「今、私たちにできること〜自分を見つ

めて、世界をみつめる」と
いう演題で講演していただ
きました。今後とも、真の
人権尊重都市を目指して取
り組んでいく決意を新たに
したところです。

「市長と話そう」の様子

バードサンクチュアリの
中で羽を休めるアオサギ 紺野美沙子さんの講演


